
国保ガ　イド

みんなで考えよう　私たちの医療費！
医療費とは・““自己負担分（3割）と国保で負担する分（7割）

を合わせた10割分を医療費といいます。

Q都留市では1カ月どのくらい医療費がかかっているの？

A右の表は平成15年5月国保の一人当たり医療費です。70歳
以上の老人医療費が高くその他の医療費の3．5倍もかかっ

ていることがわかります。医療費がこのままの状態です

と、国民健康保険制度の財政を圧迫し、私たちが納める

国保税も高くなってしまいます。

医 療 ∵費 �国保（全体）19，736円 

老人（70歳以上） �その他（69歳以下） 

40，245円 �11，430円 

Q医療費が1カ月だけでこんなにかかっているなんて知らなかった。一体どんな病気が多いのかしら？

平成15年5月疾病別件数

十二十老人（70歳以上） 臆その他（69歳以下 ，H臆．［”．R＿〟＿＿． 

＿〝，RS．［lI＿．＿臆． 

Qではどうすれば医療費を節約できるのかしら？

A疾病別件数で一番多いのは高血圧
症で全体の52．4％も占めています。

次に糖尿病、脳梗塞と続きます
が、これらはおもに不規則な生活

習慣の積み重ねで起こる「生活習慣

病」です。慢性の病気なので治療が

長期にわたるため医療費増加の大

きな原因にもなっています。

書

A健康づくりが最大の医療費節約につながります！
私たち一人ひとりが毎日の生活習慣を見直して楽器、運動、休養の「健康の3原則」をしっかりと自己管理し

ていくことが、医療費の節約につながるのです。まずはできることからはじめてみましょう！

健康の3原則 
栄養 �野菜、がレシウムをたくさんとり、減塩を心がけましょう！ 

（食べすぎをさけ、脂肪、塩分はひかえめに。） 

運動 �日常生活の中で体を動かす習慣を身につけましょう！ 

（ウオーキングは誰もが取り組める手軽な運動です。） 

休糞 �生活の中に休嚢の時間を設け、自分なりのリフレッシュ方法を 

身につけてみましょう！ 

（過労をさけ、ストレスをためないように。） 
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